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「永遠
えいえん

の生命
い の ち

とは、 即
すなわち

爾
なんぢ

、獨
どく

一
いつ

の眞
まこと

の神
かみ

、及
およ

び

爾
なんぢ

が 遣
つかわ

ししイイスス・

ハリストスを知
し

ること是
これ

なり。」 

（諸聖神父の主日の福音 

イオアン 17 章３節） 

ハ
リ
ス
ト
ス
を
知
る 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

ハ
リ
ス
ト
ス
、
復
活
！ 

 

大
斎
を
終
え
、
復
活
祭
を
迎
え
、
私
た
ち
は
節

制
の
時
期
を
経
て
一
年
の
う
ち
で
最
も
明
る
い

喜
び
の
期
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
、
長
い
節
制
の
反
動
で
、
今
の
時
期
は
つ
い

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
体
が
重
い
、
と
い
う
方
も
お

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
口
に
し
た
物

が
自
ら
を
形
作
る…

こ
れ
は
自
然
な
こ
と
で

す
。 

 

さ
て
、
上
記
の
聖
句
は
、
「
諸
聖
神
父
の
主
日
」

に
読
ま
れ
る
福
音
の
一
節
で
す
。
こ
こ
で
「知
る
」

と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
の
創
世
記

に
あ
る
「
ア
ダ
ム
は
妻
エ
ワ
を
知
っ
た
」
（
４
：
１
）

の
「
知
っ
た
」
と
同
じ
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
知

識
と
し
て
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
体
験
す
る
こ 

と
、
人
格
的
に
交
わ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ハ
リ
ス
ト
ス
と

体
験
的
に
交
わ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。
象
徴
的
で
も
霊
的
な
だ
け
で
も
な
く
、
実
際

に
、
全
人
格
的
に
ハ
リ
ス
ト
ス
と
交
わ
る
方
法
。

そ
れ
は
、
御
聖
体
を
受
け
る
こ
と
で
す
。 

 

御
聖
体
は
真
実
に
ハ
リ
ス
ト
ス
の
体
で
あ
り
、

血
で
す
。
そ
し
て
ハ
リ
ス
ト
ス
の
体
と
血
を
パ
ン

と
ワ
イ
ン
と
い
う
物
質
を
通
し
て
物
理
的
に
受

け
る
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
「
知
る
」
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
交
わ
り

は
、
食
べ
た
物
が
私
た
ち
の
体
を
形
作
る
よ
う

に
、
私
た
ち
の
霊
（た
ま
し
い
）を
形
作
り
ま
す
。 

 

と
は
言
え
、
雑
に
知
っ
て
も
相
手
の
本
質
に
近

付
く
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
、
御
聖
体
に
対
し

て
も
、
心
を
込
め
て
、
誠
実
に
、
大
切
に
向
き
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
体
の
声
を
聞
き
、
そ
の
必

要
に
合
っ
た
食
事
を
摂
る
こ
と
が
健
康
を
も
た

ら
す
よ
う
に
、
救
い
を
求
め
る
心
の
声
に
耳
を
傾

け
、
ハ
リ
ス
ト
ス
を
救
い
主
と
信
じ
て
御
聖
体
を

頂
く
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
ハ
リ
ス
ト
ス
を
知
っ
て

一
体
と
な
り
、
そ
の
似
姿
へ
と
変
え
ら
れ
て
、
永

遠
の
生
命
と
い
う
真
の
健
康
に
至
る
の
で
す
。 
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仙
台
教
会
で
は
、
４
月
１２
日
㈰
に
「
主
の

復
活
大
祭
」が
盛
大
に
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。 

 

４
月
１１
日
㈯
の
午
後
９
時
頃
よ
り
聖
歌

隊
や
婦
人
会
が
集
ま
り
会
館
で
準
備
が
進

め
ら
れ
る
中
、
聖
堂
で
は
就
寝
聖
像
の
前
で

聖
使
徒
行
実
が
読
ま
れ
、
午
後
１０
時
頃
よ

り
奉
献
礼
儀
、
１０
時
半
よ
り
痛
悔
機
密
が

始
ま
り
ま
し
た
。
痛
悔
機
密
が
１
時
間
で
は

終
わ
ら
ず
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
１１
時
３５
分
頃
夜
半
課
を
開
式
。

聖
歌
隊
に
よ
っ
て
聖
大
ス
ボ
タ
の
イ
ル
モ
ス

が
歌
わ
れ
る
中
、
復
活
さ
れ
た
ハ
リ
ス
ト
ス

が
墓
か
ら
起
き
上
が
っ
た
か
の
如
く
就
寝
聖

像
が
司
祭
に
よ
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
、
王
門

を
通
っ
て
宝
座
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。 

夜
半
課
が
終
わ
る
と
聖
堂
の
灯
り
が
消
さ

れ
、
１２
日
㈰
午
前
０
時
頃
、
至
聖
所
内
で
司

祭
の
独
唱
に
よ
り
ス
テ
ィ
ヒ
ラ
「
ハ
リ
ス
ト
ス

救
世
主
や…

」
が
歌
わ
れ
、
そ
の
歌
が
聖
歌

隊
へ
と
引
き
継
が
れ
て
十
字
行
へ
。
ハ
リ
ス
ト

ス
の
復
活
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
鐘
楼
よ
り
高

ら
か
に
鳴
り
響
く
中
、
聖
堂
を
反
時
計
回
り

に
３
周
し
て
聖
堂
入
口
へ
。
パ
ス
ハ
の
ト
ロ
パ 

 

リ
を
歌
い
、
「
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！
」
「
実
に
復

活
！
」
と
主
の
復
活
を
喜
ぶ
挨
拶
を
幾
度
も

交
わ
し
、
「祭
の
祭
、
祝
い
の
祝
い
」と
呼
ば
れ

る
「
主
の
復
活
大
祭
／
聖
大
パ
ス
ハ
」
は
午
前

２
時
半
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 

祈
祷
の
後
は
会
館
に
移
動
し
祝
賀
会
。
婦

人
会
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
や
オ
ー
ド
ブ
ル
、
パ
ス
ハ
な
ど
を
頂
き
、
愛

餐
は
午
前
６
時
頃
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
１２
日
㈰
は
午
後
１
時
半
よ
り
「
愛

の
晩
課
」
と
呼
ば
れ
る
聖
大
パ
ス
ハ
の
主
日

晩
課
が
行
わ
れ
、
深
夜
の
祈
り
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
子
供
な
ど
９
名
が
参
祷
し
ま
し
た
。 
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正
教
会
で
は
、
主
が
イ
エ
ル
サ
リ
ム
に
入
城
さ

れ
て
か
ら
復
活
に
至
る
ま
で
の
最
後
の
一
週
間

を
「
受
難
週
間
」
と
言
い
、
と
て
も
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
祈
祷
も
特
に
長
く
、
大

斎
で
疲
れ
た
体
に
は
厳
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
祈
祷
文
の
内
容
は
非
常
に
豊
か
で
あ
り
、
ま

た
、
様
々
な
形
象
を
用
い
て
参
祷
者
に
主
の
救
い

の
業
を
体
験
的
に
伝
え
る
特
別
な
も
の
で
す
。 

 

仙
台
教
会
で
は
今
年
も
受
難
週
間
に
敬
虔
な

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
主
の
受
難
を
正
に
目
の
前

で
起
き
て
い
る
出
来
事
の
如
く
に
体
験
し
、
主
の

救
い
の
業
へ
の
思
い
を
深
め
ま
し
た
。 

聖大金曜早課 十二福音の誦読 

大十字架を前に、四福音書から時系列

に沿って主の受難の箇所が読まれる。 

聖大金曜晩課 

十字架から主の亡骸が降ろされる。 

聖大スボタ早課 

 主の葬送。聖歌は葬儀の出棺と同じ「聖天主」。 

聖大スボタ早課 

主の葬儀で哀歌を歌い上げる聖歌隊。 

聖大スボタ晩課聖体礼儀 

聖堂の覆いが斎の黒から復活の白へ。 



                       

中
新
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正
教
会
だ
よ
り 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
４
月
１９
日
㈰
に
復
活
大
祭
を

お
祝
い
し
、
聖
体
礼
儀
後
に
祝
賀
の
食
事
を
頂
い

た
後
、
皆
で
墓
地
祈
祷
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
墓
地
祈
祷
が
終
わ
る
と
再
び
教
会
に

戻
り
、
今
度
は
イ
オ
ア
ン
大
寺
執
事
長
特
製
の
ケ

ー
キ
を
頂
き
、
祝
い
の
続
き
を
し
ま
し
た
。
く
つ

ろ
ぎ
な
が
ら
も
正
教
会
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

語
り
合
い
、
充
実
し
た
交
わ
り
の
時
と
な
り
ま
し

た
。 

 

中
新
田
教
会
で
は
３
月
２８
日
㈯
と
２９
日
㈰

に
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
ま
し
た
。 

中
新
田
教
会
で
は
信
徒
会
館
を
増
築
し
て
新

た
に
休
憩
室
を
造
る
こ
と
と
な
り
、
２８
日
に
増

築
部
分
の
基
礎
成
聖
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

基
礎
成
聖
式
後
に
は
翌
日
の
祈
祷
に
向
け
て
聖 

４
月
１０
日
㈮
の
午
前
１１
時
よ
り
、
婦
人
会

を
中
心
に
復
活
祭
用
の
卵
を
染
め
る
奉
仕
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

卵 

染 

め 

奉 

仕 

作 

業 

 
４
月
５
日
㈰
の

聖
枝
祭
聖
体
礼
儀

の
最
後
に
、
今
年

進
級
・
進
学
す
る

子
供
た
ち
の
た
め

の
モ
レ
ー
ベ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

い
く
と
せ
も
！ 

進
級
・進
学
モ
レ
ー
ベ
ン 

大
ワ
シ
リ
イ
聖

体
礼
儀
の
聖
歌

練
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
４
月

１２

日
㈰
に
は
教
会

の
大
掃
除
が
行

わ
れ
、
復
活
大
祭

に
向
け
て
聖
堂

が
美
し
く
整
え

ら
れ
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
復

活
祭
大
用
の
紅

卵
は
470
個
染
め

た
そ
う
で
す
。 

 



                      

献 

金 

報 

告 
(3

.2
5

～4
.2

7
) 

○
聖
堂
内
献
金 

一
五
七
、
二
六
三
円 

○
復
活
大
祭
献
金 

一
万
円 
平
塚
裕
、
岡
崎
た
い
子
、
山
田
喜
美
雄
、 

木
村
良
治
・浩
大
、
寺
島
秀
之
、
土
田
定 

克
、
田
畑
つ
ば
さ
、
澤
邉
康
夫 

五
千
円 

熊
谷
経
光
、
伊
藤
光
子
、
永
元
道
子
、
永 

元
亜
紀
子
、
太
田
ち
え
子
、
山
中
由
美
、 

バ
ー
ン
ズ
・
ア
レ
ッ
ク
ス
、
岡
多
喜
子
、
千 

葉
温
、
早
坂
盤
、
勝
又
良
樹
、
笹
川
皓
、 

笹
川
純
子
、
高
橋
紀
武
、
山
本
理
惠
子
、 

本
多
弘
明
、
高
橋
聡
樹
、
増
子
陽
子
、
千 

葉
真
貴
、
宮
崎
正
美
一
家
、
村
井
惠
子
、 

岡
部
歯
科
、
遠
藤
正
美
、
秋
保
明
、
加
藤 

進
、
高
橋
清
太
、
菅
原
き
み
子
、
山
田
廣 

志
、
鈴
木
三
千
代
、
高
橋
英
俊
、
永
沢
正 

輝
、
井
戸
久
未
子
、
本
多
弘
子
、
佐
藤
由 

枝
、
大
津
真
樹
子
、
佐
藤
幾
久
子
、
大
泉 

巌
、
平
塚
喜
美
子 

三
千
円 

服
部
幸
枝
、
岡
崎
文
子
、
高
橋
哲
郎
輔 

祭
、
笹
川
久
美
、
橘
聡
子
、
高
橋
嘉
彦
、 

高
橋
文
彦
、
小
原
淑
子
、
渡
辺
ひ
ろ
子
、 

三
千
円 

葛
西
弘
子
、
平
塚
清
、
恩
田
修
、
佐
藤
明 

彦
、
早
坂
清
人
、
及
川
聡
子
、
山
田
恵
津 

子
、
佐
々
木
隆
、
高
橋
ゆ
り
、
遊
佐
な
み 

子
、
瀬
戸
ま
み 

二
千
円 

昆
守
、
吉
田
光
一 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

木
村
憲
治
・富
子 

一
万
円 

岡
多
喜
子 

五
千
円 

齋
藤
正
子
、
門
間
新 

三
千
円 

伊
藤
光
子
、
高
橋
嘉
彦 

二
千
円 

太
田
ち
え
子
、
伊
勢
洋
子 

千
円 

岡
崎
文
子
、
山
中
由
美
、
飯
塚
順
子 

○
墓
地
祈
祷
献
金 

三
千
円 

山
本
理
惠
子
、
太
田
ち
え
子
、
岡
多
喜
子 

○
納
骨
献
金 

三
万
円 
本
多
弘
子
（本
多
真
敏
兄
） 

○
進
級
感
謝
献
金 

三
千
円 

田
畑
良
平 

※
敬
称
略 

※
会
計
処
理
の
都
合
上
、
４
月
２７
日
以
前
に
お
預

か
り
し
た
献
金
で
も
未
記
載
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す

が
（
墓
地
祈
祷
献
金
等
）
、
そ
ち
ら
は
次
号
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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光
明
週
間
の
奉
神
礼 

墓 

地 

祈 

祷 

 

４
月
２１
日
㈫
と
２２
日
㈬
に
仙
台
教
会
の

面
立
っ
た
墓
地
の
墓
地
祈
祷
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
に

先
立
ち
２１
日
に

は
仙
台
教
会
の

全
死
者
を
記
憶

し
て
聖
堂
で
大

パ
ニ
ヒ
ダ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

仙
台
教
会
で
は
光
明
週
間
の
月
曜
と
ス
ボ

タ
に
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
、
ス
ボ
タ
に
截
分

さ
れ
た
ア
ル
ト
ス
は
、
翌
１９
日
㈰
の
代
式
祈

祷
の
際
に
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し
た
。 

光明週間スボタ
の聖体礼儀で
アルトスの截分
の祝文を祈る 



                       

５月聖名日 

モレーベンのご案内 
5 月 17 日㈰聖体礼儀後 

５月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 ▲聖大致命者 

ゲオルギイ 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

5/6 ゲオルギイ（聖大致命者凱旋者） 伊勢英明、大窪嘉彰 

5/8 マルコ（聖使徒福音者） 
沖津省己、熊谷経光、平塚徹、横

山望、吉田光広、大窪司 

5/14 タマラ（グルジヤの聖女） 秋保志津絵 

5/17 ペラギヤ（タルスの聖致命女） 本間利子 

5/18 イリナ（テサロニキの聖大致命女） 
岡崎文子、山村陽子、渡辺ひろ

子、本間梨華 

5/22 イサイヤ（聖預言者） 
葛西宥清、木村浩大、佐藤功、平

塚洋、伊勢光 

5/23 タイシャ（エギペトの福者） 昆ひろ子、高橋綾子 

5/23 シモン（聖使徒／ジロト） 平塚勝 

5/31 マトロナ（アンキラの聖致命女） 勝又百々子 

5/31 アレキサンドラ（アンキラの聖致命女） 勝又稚佳子 

 

▲グルジヤの聖女タマラ 

主 

の 

升 

天 

祭 

神
・
人
ハ
リ
ス
ト
ス
の
升
天
に
よ

り
、
「
人
」
が
天
に
升
り
、
父
の
右
に
坐

す
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

五
旬
祭
は
教
会
の
誕
生
日
と
言
わ

れ
ま
す
。
神
・
聖
神
は
私
た
ち
を
ハ
リ

ス
ト
ス
の
似
姿
へ
と
成
長
さ
せ
ま
す
。 

聖 

五 

旬 

祭 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
４
月
１４
日
午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所
：会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項
（
抜
粋
） 

・
３
／
１０
㈫ 

執
事
会
、w

i-
fi

機
器
入
れ
替
え
。 

・
３
／
１１
㈬ 

先
備
後
に
震
災
永
眠
者
の
リ
テ
ィ

ヤ
、
伝
道
会
は
白
河
で
通
夜
の
た
め
中
止
。 

・
３
／
１２
㈭ 

晩
の
祈
り
は
白
河
で
葬
儀
の
た
め

中
止
。 

・３
／
１７
㈫ 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
調
査
（鹿
島
建
設
）
。 

・３
／
１８
㈬ 

警
察
定
期
巡
回
。 

・
３
／
２２
㈰ 

大
斎
第
４
主
日
、
枝
の
準
備
。 

・
３
／
２６
㈭ 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
調
査
（東
光
電
気
）
。 

・
４
／
５
㈰ 

 

聖
枝
祭
聖
体
礼
儀
／
月
例
パ
ニ
ヒ

ダ
／
進
級
モ
レ
ー
ベ
ン
／
白
布
ア
イ
ロ
ン
掛
け
／
聖

堂
清
掃
／
進
級
モ
レ
ー
ベ
ン
４
名
参
祷
。 

・
４
／
７
㈫ 

 

生
神
女
福
音
祭
（
堂
祭
）
。 

・
４
／
１０
㈮ 

卵
染
め
、
祈
祷
後
に
衣
替
え
奉
仕
。 

・
４
／
１２
㈰ 

聖
大
パ
ス
ハ
徹
夜
祭 

参
祷
者
5５

名
ほ
ど
、
痛
悔
30
名
、
祝
賀
会
参
加
者
24
名
。 

・
４
／
１２
㈰ 

愛
の
晩
課 

参
祷
者
９
名
。 

・
４
／
１３
㈪ 

光
明
週
間
月
曜
聖
体
礼
儀 

参
祷

３
名
、
門
扉
故
障
。 

・
４
／
１４
㈫ 

光
明
週
間
火
曜
早
課 

参
祷
５
名
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴ 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件 

簡
易
足
場
約
１１
万
円
、
LED
球
１
つ
約
三
千

円
。
次
の
見
積
も
り
を
受
け
て
田
畑
、
執
事
長
、

平
塚
兄
で
協
議
し
決
定
す
る
。 

⑵ 

進
級
モ
レ
ー
ベ
ン
振
り
返
り 

来
年
も
今
年
同
様
、
信
者
か
否
か
を
問
わ
ず

参
祷
し
た
全
て
の
子
供
達
を
対
象
と
す
る
。 

⑶ 

受
難
週
、
聖
大
パ
ス
ハ
振
り
返
り 

〇
祈
祷
に
つ
い
て 

今
年
に
な
っ
て
長
く
な
っ
た
祈
祷
が
あ
り
、
過

度
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
信
者
の
声
に
耳
を

傾
け
つ
つ
、
同
時
に
「
そ
う
い
う
も
の
」
と
認
識
し

て
も
ら
い
、
そ
の
祈
祷
の
豊
か
さ
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
も
必
要
。 

パ
ス
ハ
の
十
字
行
の
際
、
CD
で
は
な
く
鐘
楼
の

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
鐘
の
音
が
響
き
渡
っ
た
こ
と
は

と
て
も
好
評
で
あ
っ
た
が
、
来
年
は
岡
部
歯
科
と

交
番
に
挨
拶
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
宅
に

案
内
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、
ホ
テ
ル
京
阪
へ
の

挨
拶
も
必
要
。 

ま
た
、
今
年
は
パ
ス
ハ
の
十
字
行
で
聖
堂
を
３

周
回
っ
た
が
、
中
の
片
付
け
は
時
間
的
に
ち
ょ
う

ど
良
か
っ
た
。 

〇
準
備
に
つ
い
て
（
日
程
等
） 

 

聖
大
金
曜
日
の
夜
（聖
大
ス
ボ
タ
早
課
後
）に
模 
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様
替
え
を
し
た
が
、
模
様
替
え
前
に
教
会
と
し

て
ア
ン
パ
ン
等
の
軽
食
を
用
意
し
て
は
と
の
声

が
あ
っ
た
。 

〇
参
祷
／
参
加
者
数
に
つ
い
て 

パ
ス
ハ
は
祈
祷
の
初
め
の
う
ち
は
５５
名
ほ
ど

の
参
祷
者
が
あ
っ
た
が
、
祈
祷
が
終
わ
る
頃
に

は
３３
名
に
な
り
、
祝
賀
会
に
出
た
の
は
２４
名
で

あ
っ
た
（
見
込
ま
れ
る
参
祷
者
の
半
数
弱
が
祝

賀
会
に
出
席
す
る
と
い
う
の
を
次
回
の
目
安
と

す
る
）
。 

紅
卵
は
参
祷
者
用
に
６０
個
用
意
し
１８
個
余

っ
た
（
パ
ス
ハ
徹
夜
祭
３３
個
、
パ
ス
ハ
主
日
晩
課

９
個
配
布
）
。
今
年
は
熊
対
策
の
た
め
に
お
墓
に

供
え
ら
れ
な
い
が
、
足
ら
な
い
よ
り
は
良
か
っ
た

の
で
は
。 

三
、
そ
の
他 

・
４
／
２０
㈪
の
朝
に
田
畑
が
門
扉
を
開
け
に
行

く
と
、
蛇
腹
部
分
の
一
部
が
破
損
し
、
門
扉
の

体
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
た
。
破
損
個
所
は
以

前
か
ら
き
れ
い
に
畳
め
な
か
っ
た
と
こ
ろ
。
前
日

の
強
風
で
破
損
し
た
模
様
。
※
平
塚
兄
の
ご
奉

仕
に
よ
り
、
現
在
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
で
入
り
口
を

塞
い
で
い
る
。 

・五
旬
祭
の
花
は
婦
人
会
が
用
意
す
る
。 



                       

 
○
仙
台
教
会 

2
日
㈯ 
徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
３
調 

3
日
㈰ 
癱
者
の
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
３０
分
） 

聖
使
徒
行
実
２３
端
９
：
３２‐

４２ 

イ
オ
ア
ン
１４
端
５
：１-

１５ 

☆
聖
堂
清
掃
奉
仕 

9
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 
第
４
調 

１０
日
㈰ 

リサ

ヤマ
婦
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

聖
使
徒
行
実
２８
端
１１
：
１９‐

２６
、
２９‐

３０ 

イ
オ
ア
ン
１２
端
４
：５‐

４２ 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

１２
日
㈫ 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

１４
日
㈭ 

ロ東

ッ北

クブ
拡
大
宣
教
会
議
（
１３
時
） 

１６
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
５
調 

１７
日
㈰ 

瞽
者
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

聖
使
徒
行
実
３８
端
１６
：
１６‐

３４ 

イ
オ
ア
ン
３４
端
９
：１‐

３８ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

２０
日
㈬ 

復
活
祭
の
末
日 

祭
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

２１
日
㈭ 

主
の
升
天
祭
聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 

聖
使
徒
行
実
１
端
１
：１‐

１２ 

 
 
 

ル
カ
１１４
端
２４
：
３６‐

５３ 

２３
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
６
調 

２４
日
㈰ 

神諸

父聖
の
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
３０
分
） 

聖
使
徒
行
実
４４
端
２０
：
１６‐

１８
、
２８‐

３６ 

イ
オ
ア
ン
５６
端
１７
：１‐

１３ 

３０
日
㈯ 

祭
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

３１
日
㈰ 

聖
五
旬
祭
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

聖
使
徒
行
実
３
端
２
：１‐

１１ 

イ
オ
ア
ン
２７
端
５
：７-

３７‐

５２
、
８
：
１２ 

聖
五
旬
祭
・膝
屈
晩
課
（聖
体
礼
儀
後
） 

 
○
白
河
教
会 

1
日
㈮ 

教
会
清
掃
（９
時
３０
分
） 

2
日
㈯ 
主
日
徹
夜
祷
（
１８
時
） 

3
日
㈰ 

癱
者
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

１７
日
㈰ 

瞽
者
の
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

○
中
新
田
教
会 

１０
日
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷
、
奉
仕
作
業
（
10
時
） 

２３
日
㈯ 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
） 

２４
日
㈰ 

神諸

父聖
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

５月の予定（仙台教会） 

【ランパードグラス洗浄】3㈰ 

【月例パニヒダ】10㈰ 

【聖名祭感謝祈祷】17㈰ 

【聖歌隊】（発声）24㈰13 時半 

（練習）3㈰、10㈰、17㈰、31㈰ 

【伝道会】13㈬、27㈬19 時 ※会館３階 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

５
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

復活大祭後の廻家祈祷をご希望の方は、

遠慮なく神父までお申し付けください。ご一緒

に復活祭をお祝いしましょう。(５月２０日まで) 

 定額献金完納のお願い 

平素より定額献金（教会費）にご協

力くださり感謝申し上げます。 

今年度も年度末（５月３１日）が近付

いてまいりました。定額献金のお早目

の納入と完納をよろしくお願いいたし

ます。 

○仙台正教会ゆうちょ銀行振替口座 

【口座番号】 02270-0-5303 

【加入者名】 仙台ハリストス正教会 


